
二

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量

及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
（
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及

び
輸
入
予
定
数
量
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
一
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化
学
物

質
に
係
る
前
項
第
二
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

三

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定

数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
一
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項

第
三
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

四

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
各
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定

数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
一
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
四
号
の
期
間
に
な

さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

２

法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
は
、
一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
同
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る

確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量
に
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
が
当

該
新
規
化
学
物
質
の
用
途
に
応
じ
て
定
め
る
係
数
を
乗
じ
て
算
出
す
る
方
法
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

（
高
分
子
化
合
物
の
確
認
に
係
る
申
出
）

（
高
分
子
化
合
物
の
確
認
に
係
る
申
出
）

第
七
条

法
第
三
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
製
造

し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
二

法
第
三
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
製
造

し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
様
式
第
十
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
厚
生
労
働

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

様
式
第
十
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

二

第
十
三
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

（
低
生
産
量
新
規
化
学
物
質
の
審
査
の
特
例
に
係
る
申
出
）

（
低
生
産
量
新
規
化
学
物
質
の
審
査
の
特
例
に
係
る
申
出
）

第
八
条

法
第
五
条
第
一
項
の
申
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
三

法
第
五
条
第
一
項
の
申
出
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
す
る
際
に
、
様
式
第
十
一
の
申
出
書

を
様
式
第
一
の
届
出
書
に
添
付
し
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

様
式
第
十
一
の
申
出
書
を
様
式
第
一
の
届
出
書
に
添
付
し
て
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

二

第
十
一
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

（
低
生
産
量
新
規
化
学
物
質
の
確
認
に
係
る
申
出
）

（
低
生
産
量
新
規
化
学
物
質
の
確
認
に
係
る
申
出
）

第
九
条

法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う

と
す
る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
四

法
第
五
条
第
四
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

そ
の
申
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
同
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
日

（
以
下
「
通
知
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
年
度
（
以
下
「
通
知
年
度
」
と
い
う
。）に
当
該
新
規
化
学
物
質
を
製

造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
二
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

様
式
第
十
二
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

二

第
十
二
条
に
規
定
す
る
光
デ
ィ
ス
ク
を
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

三

第
十
三
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

﹇
削
る
﹈

２

法
第
五
条
第
四
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
通
知
年
度
の
翌
年
度
以
降
の
年
度
に
当
該
新
規
化
学

物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
毎
年
、
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前

年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
の
期
間
に
、様
式
第
十
二
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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